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巻頭特集：業種を一変させる先駆的工法・材料と左官仕上げ

１．はじめに

　近年、コンクリート床の仕上げとして、塗り床等の仕

上材を施さず、素地仕上げとする方法が多く取られるよ

うになっている。このコンクリート素地仕上げは、もと

より仕上げ材が存在しないため、コストも抑えられ、仕

上げ材の経年劣化に伴う改修の必要がなく、改修時の廃

材も減らすことができるなど、耐久性や経済性、また環

境負荷低減の面でも画期的な仕上げ方法と言える。

　ただしそのメリットは、仕上げられたコンクリートの

品質が確保されていなければ生かされることはない。「コ

ンクリートは生き物」とよく言われるが、コンクリート

は、生コンの配合、天候や気候などの外的要因の影響を

受けやすく、それにどう対処するかは、コンクリート素

地仕上げをするにあたって大きな課題として存在する。

２．従来の「コンクリート一発仕上げ」
　　の問題点

　本来コンクリート床施工においては、建築物の構造や

施工環境に応じた適切な仕上げ工法を選択する必要があ

る。ところが現状では、打設から均し、仕上げまでを１

日で行う「一発仕上げ」（モノリシック工法）を無理に適用

することがあり、さまざまな不都合の元となっている。

　特に問題なのが、労働が長時間に及ぶことである。コ

ンクリートの硬化を待ちながらの仕上げ作業は、終える

までにかなりな長時間労働を要する。特に大型物流倉庫

や工場土間は１日に大面積の土間床仕上げとなるので、

施工終了時間が翌日になることも珍しくない。社会保険

加入推奨・正社員化の方向にある建設業界において、過

重労働（土間工の長時間拘束）は最大の問題点となる。

　１日の打設面積を大幅に縮小する、またはポンプ車や

作業員を増員することで打設時間を短縮するといった対

応は可能だが、その場合コスト増が工事費用を跳ね上げ、

また工期の遵守を困難にする。

　さらに、当然ながら無理な一発仕上げに起因する不具

合は頻発し、手直し作業を幾度も行わざるを得ない。

３．メクレーンポリッシュ工法による
　　課題解決

　従来の「一発仕上げ」の課題として、「品質の担保」「工期

の順守」「残業の抑制（過重労働の削減）」を挙げたが、そ

れらを解決する手段として、当社が長年の経験と実績か

ら提案するのが「メクレーンポリッシュ工法」である。

　本工法の最大の特徴は、コンクリート土間仕上げを１

日で仕上げない、つまり「一発仕上げ」をやらないことに

ある。表面仕上げは、コンクリート強度が発現した後に、

機械による研磨で行う。

　この工法の採用により、表面の不陸や剥離の問題も解

消し、品質が担保されるとともに、無理な一発仕上げを

しないことで１日の大面積打設が可能となり、引渡し前

の手直しも不要で工期短縮にもつながる。

　また一発仕上げをしないことで、最大の問題であった

土間工の長時間労働も解決できる。

　さらに本工法は、現状の課題解決だけでなく、付加価

値をも生み出す工法として期待できる。

　使用する機械に関しては、大半が電動式であり、従来

大型機械を用いた床研磨仕上げ工法で
作業合理化とコスト削減を実現
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写真 1　再振動機付き液体散布機「メクレーン」
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のエンジン式より排出ＣＯ２が削減でき、ＳＤＧｓやカーボ

ンニュートラルの実現にも寄与する。研磨も強力集塵機

による吸塵と同時に行うため、粉塵が出ることもない。

　コストについては、従来工法にない研磨工程の費用は

増額となるものの、残業や手直しの費用は減額となる。

そのためトータルでは、従来工法と同程度のコストで、

品質を担保し、労働環境を改善し、環境保全に貢献でき

るというメリットが得られることになる。

４．メクレーンポリッシュ工法の工程

　本工法の主な工程については以下の通り。まず、コン

クリート打設均し終了後、独自開発の再振動機能付き液

体散布機「メクレーン」（特許取得済、写真１）を施工する。

この機械は、液体散布によりコンクリートの急乾燥を抑

制するとともに、再振動で内部の空隙を除去し、表面の

剥離を抑えるもので、特に積層構造など露天施工のケー

スで効果がある。

　次に、大型の騎乗式トロウェルで円盤掛けを行い（写
真２、写真３）、不陸を抑制し平滑性を確保。ＡＧＶが稼

働する物流施設の床にも対応できる。

　一般的にはこの後、金鏝を用いて一旦仕上げを行うが、

本工法では省略する。養生後、強度が発現してから、引

渡し前の最終的な研磨（写真４、写真５）で汚れ等を除去

し、精度、品質を整え対応する。さらに洗浄・清掃した

後、表面強化材を塗布し、仕上がりとなる（写真６）。

５．おわりに

　この数年、大型物流倉庫の建設が急増している。倉庫

施設においては床が最重要であり、要求品質は高まる一

方となっている。要求品質を満たすには工法の進化とと

もに、現場に応じた柔軟で適切な対応が必要となる。特

に露天施工となる積層構造では、今回紹介したメクレー

ンポリッシュ工法が、コスト面も含め有効となってくる。

 今後もコンクリート床施工に関し、多様化、高度化する

ユーザーニーズに応える工法を、研究、開発していきたい。
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